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*** カルガモ・ヒナ物語（その5・ヒナを襲う試練1） *** 

（ヒナたちを待ち受けたもの・・・） 

  

 
5 月の初め、11 羽の「巣立ちヒナ」が呑川に現れた時は、みんなが歓声を 

上げ、連日の関心を呼びました。 

  

 
しかし、わずか数日後、大雨の激流にさらわれて、戻ってきたのは 

「5 羽」だけ・・・ 
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とぼとぼ歩く姿に心を痛めました。 

体力的にも打撃を受けたのでしょう、元気に泳ぎ回る様子をあまり 

見せません。 

  

これから「5 羽」のヒナたちが、どう育っていくでしょう・・・ 

それが気になり観察を続けました。 

  

*5 月に現れたこのヒナたちとは別に、6 月に 12 羽にヒナが現れましたが、 

このグループは大雨で全てが流されてしまいました。 

  

1Ṗṡ Ṣ  --------------------  

  

「ヒナたちは、やがてカラスやネコたちにやられてしまう・・」と 

よく言われます。 

  

このことは本当なのでしょうか？ 

そこでネット情報や、図書館で本を探してみました。 

  

「カラスに攻撃されることがよくあります。」 

「大きくなる前にネコなどに襲われてしまうのです。」 

  

こういう表現や記述を見つけましたが、これは「自分が 

そういうシーンに出逢った」ということなのでしょうか・・？ 

それとも「そう言われている」ということなのでしょうか・・？ 

どうもよく判りません。 

  

ネコなどに襲われるシーンの写真記録などがあれば、その人が 

確実に見たということが判るのですが、 

それも見つけられませんでした。 

もちろん、それらは一瞬の出来事なので、撮影が困難であると 

思います。 

それにしてもその著者が実際に見て 

記録しているのかは、 

判然としませんでした。 

  

やはり「呑川」におけるカルガモのヒナの実態は、 

自分で観察をして調べるほかは無いと感じ、 
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あらためて本腰を入れることにしました。 

  

その観察をするにあたって、信頼にあたる資料を見つけました。 

最近はほとんど行かないのですが、足繁く通った目黒の「自然教育園」では 

カルガモのヒナの推移に関して、しっかりした記録がありました。 

  

 

これは「自然教育園報告」第45 号（2014 年）での、岩出隆さんの 

報告を読んで、私が表にまとめたものです。 

「11 羽」現れたカルガモのヒナたちは、1 ヶ月の内に、なんと全部が 

やられて 

しまったのです。 

  

「呑川」のように、「大雨」に襲われ、一瞬のうちに半減したり、 

全滅することは 

ありませんが、数日ごとに「天敵」に捕食されてしまうのです。 

「外敵」は、最後の一羽まで食べ尽くし、容赦はしないのです。 

  

この報告でも、捕食される瞬間を確認したことは少なかったようですが、 

それでも「アオサギ」と「野良猫」が確認出来ています。 

その瞬間を記録した写真もありませんが、貴重な記録です。 

  

ỄṖṡ Ṣ  --------------------  

  

「自然教育園」では「アオサギ」にも襲われています。 

「呑川」ではどうでしょうか・・・ 
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これは呑川の「仲之橋」（久が原）近くの段差で、「アオサギ」が 

ボラを捕食した 

シーンです。 

「アオサギ」は、日本では最大のサギ類で、大型の魚もよく食べますから、 

小さなカルガモのヒナたちはひとたまりも無いでしょう。 

  

しかもこの「アオサギ」は冬から4 月にかけて、連日のように「呑川」に 

陣取り、魚を補食し続けたのです。 

このとき、カルガモのヒナに遭遇していれば、どんな事態が待って 

いたでしょう・・・ 

  

しかし、実際にはヒナたちが「呑川」に現れたのは「5 月初め」、 

いっぽう、「アオサギ」は5 月に入ってからはほとんど見られなく 

なったのです。 

間一髪だったように思えます。 

  

ễṖ ṡ Ṣ --------------------  

  

「アオサギ」は時季により居ないこともありますが、「カワウ」は 

時季を問わず「呑川」にはよく現れます。 

  



2016 年 8 月 2 日 

呑川レポート2016-10 

5 

 
「カワウ」は「アオサギ」と同様、大きな魚もよく補食し、 

呑川では「ウナギ」でもパクリと食べてしまいます。 

もし、カルガモのヒナに出逢ったら、大変なことになります。 

  

 
これは6/11 に新しく登場した「12 羽」のヒナたちです。 

（私が見たときは、11 羽になっていました。） 

ヒナたちの泳ぎを優しくママが見守る、のどかな光景です。 

  

水にゴミ袋が浮いていますが、私はこういうゴミを外して撮影せず、 

そのままの光景を撮影しています。 
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池上地域は「感潮域」で、満ち潮の時間帯は流れが止まり、ゴミも 

とどまっていることが多いのです。 

こういう水の流れが「緩やか」なときに、ヒナたちは泳ぎの練習をし、 

そういう場所のある「池上地域」でママは子育てをしているのです。 

芸術写真を撮っている訳で無いので、そういう情況をきちんと示すのに、 

ゴミが浮いてとどまっている光景は 

大切な記録なのです。 

  

この、のどかな光景を見ていると・・・ 

 
どこからとなくスーッと「カワウ」が飛んで来たのです。 

ヒナのママはすぐに水に飛び込みます。 

「カワウ」は水に潜ってママと争い、川幅いっぱいに波紋としぶきが 

広がります。 

  

何が起きたかとドキドキして見ながらも、あわててカメラを構え直し、 

とにかくシャッターを押したのがこの写真です。 

暴れて動き回り、広がった 

波紋と、ママカルガモも水中から浮かび上がった 

直後で、しぶきが 

激しく泡だっています。 

みんなで固まって居たヒナたちも、二手に分かれておびえています。 
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なんとか「カワウ」の攻撃を抑え込んだママは、犬走りに飛び乗り、 

足をグイッと伸ばし、スクッと立ち上がり、大きく羽根を広げて 

「仁王立ち」です。 

ママは激しい怒りに震え、断固とした姿勢と強い威厳を示したのです。 

  

それは普通の時の姿に比べると、3 倍以上にもグンと大きくなったかの 

ような迫力で、見ている方も怖いほどでした。 

こんな様相を見たのは、初めて、ドキドキが止まりませんでした。 

  

そして「カワウ」も本当に驚いたようで、脅えるように逃げていきました。 

  

ヒナはさいわい、誰も被害に遭いませんでした。 

実にあっぱれママでした。 

  

4Ṗṡ Ṣ -------------------- Ḵפּלּ  

  

カルガモのヒナを観察する中で、いつも気になっていたのは 

「カラス」の襲来でした。 

よく言われるこのことが真実なのか、そうではないのか、 

どうしてもこの「呑川」で確かめたかったのです。 

  

「カワウ」は水に潜って素早く追いかけ、ヒナをパクリと 

食べることが 
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出来ます。 

その代わり、機敏に飛んで追いかけることは得意では無いようです。 

  

一方、「カラス」は水に潜ったり、泳いでエサを追いかけることは 

出来ません。 

その代わり、touch & go で、飛びながら対象物を捕獲する事が 

出来ます。 

  

この特徴が、「呑川」でどう生かされるでしょうか・・？ 

  

 
5 羽のヒナは、ママと一緒にお散歩を楽しんでいるようです。 

ところが・・・ 
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何かを見つけたようです。 

急にママが顔を上げました。 

同時に「尾羽」がピンと広がりました。 

何か警戒しているようです。 

ヒナたちは「どうしたんだろう？」とけげんな顔をしています。 

  

 
ママの向いた方向を見ると、呑川のフェンスに、「ハシブトガラス」が 

居てこちらを見ていたのです。 

クチバシの太さと鋭さを見ると、身震いするほどの危険を感じます。 
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ママはクルリと向きを変え、立ち止まりました。 

尾羽は広げたままで、強い警戒を示しています。 

ヒナたちも動きを止め、じっとしています。 

  

 
緊張のためか、左端のヒナはウンチを漏らしました。 
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しばらくすると、「カラス」はこの場を去り、どこかへ飛んで行きました。 

ホッとして再びお散歩です。 

「尾羽」は縮み、ママの顔にも安堵の表情が浮かんでいるようです。 

私も、やっと心が落ち着きました。 

  

カラスと遭遇したときのこういう姿はなんども見られました。 

そして、「一時的緊張」の姿はあっても、カラスが直接攻撃する場面には 

出逢いませんでした。 

ひょっとしたら「カワウ」と違って、「カラス」はヒナを襲うことは 

無いのではないかと思い始めました。 

  

しかし・・・ 

  

5Ṗ  --------------------  

  

初めは、ほとんど「池上領域」に居たカルガモのヒナたちも 

行動範囲を広げ、隣接した上流域「久が原地域」にも 

出掛けるようになりました。 

  

また、ほぼ1 ヶ月の間、カラスに遭遇しても 

襲われることは 

なかったので、 

これ以上追い続けるのは意味が無いかな・・と 
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思いました。 

  

ところが・・・ 

 
ここは「池上橋」の上流側、「北の橋」（久が原）付近です。 

ヒナたちが歩いているとき、突然ママの 

「尾羽」がパッと広がったのです。 

  

いったい何があったのでしょう。 

 
ママが進み出たその先には「カラス」がやって来たのです。 

そして激しい争いが 
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始まったのです。 

「ハシブトガラス」の鋭いクチバシは、カルガモの羽根を 

切り裂くように傷つけました。 

ハッキリと見えるその白い切り口に、思わず目をそむけざるを 

得ませんでした。 

カルガモが死んでしまうかのように感じたのです。 

  

 
その間に、5 羽のヒナたちはあわてて反対側の岸に逃げて行きます。 

ヒナたちのふだんの泳ぎでは、泡立たない水面も、必死の泳ぎに 

大きな泡立ちを見せています。 
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カラスの急襲に傷つけられたママですが、すぐに体制を立て直し、 

低い姿勢でカラスを突つき始めました。 

そして「ガーッ」という周りに響くほどの大きな叫び声・・・ 

ママの怒髪天を突く怒りの声が響き渡ると、その威嚇に 

、 

さすがのカラスもたじたじとなって逃げ出したのです。 

  

「カワウ」に対峙した時とは、一回りも違うたけだけしさで、 

どう猛な 

「カラス」を撃退したのです。 

本当に素晴らしい、圧倒される勇気ある戦いでした。 

  

本当は戦いの動きの一つ一つを写真で紹介したかったのですが、 

カラスの突然の急襲にあたふたし、カメラの「連写設定」を 

するヒマもありませんでした。 

それどころか、呑川のフェンスから身を乗り出して、 

カメラを 

なんども呑川に落としそうになりながら、シャッターを切るのが 

精一杯でした。 

（あわてて、レンズキャップは呑川に落としてしまいました。） 

  

それでも、「カラスがカルガモを襲う瞬間」と、 

「カルガモがカラスを撃退する瞬間」の最も重要なシーンを 

撮影出来、ホッとしています。 
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戦いが終わって、反対側の岸に逃げたヒナたちの所へ、ママが 

戻ってきました。 

本当にお疲れさまでした。 

  

さて、上の写真の右側にいるのはヒナのパパです。 

パパは、ヒナたちとは一緒にいないで、いつも少し離れた所にいます。 

ヒナが襲われている時も見ているだけです。 

子育て中のパパの役割は、なんなのでしょうか・・？ 

いつ見ても、よく判りません。 

いつか解明しなければいけない課題の一つです。 
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ヒナたちのそばへママが戻ってくると、ヒナたちは急に整列をしました。 

偶然なのかも知れませんが、こんなにピチッと並んだ姿を見たのは初めてです。 

きちんとママの方を向き、ママの威厳に敬意を表し、感謝をしている 

ように 

見えました。 

本当に素晴らしいママでした。 

  

観察を続けていると、カルガモのヒナたちは、多くの 

野鳥から狙われている 

  

実態が、いくつもの事例で浮かび上がって 

きました。 

  

しかし、それとは違う、さらに思わぬ場面に出逢いました。 

次号も「ヒナたちを襲う試練（その2）」をレポートする予定です。 

  

------（当面の予定）----------------------------- 

・「本門寺付近の湧水調査」 8/3（水）本門寺山門前 9：30 

・「セミの羽化・観察会」（おおたく環境探検隊）8/10（水）18：00 

                       せせらぎ公園正門前 

・「呑川ネット・グランドデザイン検討会」 8/29（月）10：00 生活センター 

・「呑川の会・定例会」 9/7（水）13：30 ふれあいはすぬま第2 集会室 

*8 月の定例会は、「呑川の会」も「呑川ネット」も夏休みです。 

----------------------------------------------------- 
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